


 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●自由あそびの時、部屋から飛び出しが多

かった知的発達がゆっくりな 3 歳児Ａく

ん。好きなキャラクターと、発達に見合

ったおもちゃを使い、加配の先生が遊び

方を教えました。教わることでＡくんは

自らあそべるようになり、回数を重ねる

うちに友だちとも一緒にあそぶ姿が見ら

れるようになりました。 

●担任に認めてほしい５歳児Ａくん。 

片づけの時に絵本係と片づけコール係を

することにより、担任からほめられ、その

“ほめ”のポイントがＡくんの心に届い

たことで、お互いの思いがピッタリかみ

合いました。 

●友だちからおもちゃを取ってしまいトラ

ブルが多かった３歳児Ａくん。スモール

ステップの支援を積み重ねたところ、Ａ

くんは友だちとやりとりができ、クラス

のみんなと遊べるようになりました。取

り組みを通して、担任と愛着関係を築き、

排泄や着脱もできるようになりました。 

●平均台が怖くて渡れない 5歳児Ａさん。 

♪森のくまさん♪のストーリーに合わせ

たサーキットあそびに楽しく取り組みま

した。高さ 3㎜からスタートし、運動会で

は自ら平均台を渡れるようになりまし

た。クラスの子どもたちの主体的な意見

によって、クラス全体のやる気と自信が

育ちました。 

 
 

  

川越町 
担任とＡ君の気持ちがぴったりに 

岐阜県高山市 

 

志摩市 
Ａくんの発達に見合った個別あそび 

尾鷲市 
ＣＬＭの取り組みを運動会の発表の場へ 






